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経
営
学
部
の
学
生
が
特
別

聴
講
生
と
し
て
専
修
大
学
生

と
一
緒
に
学
ぶ
国
内
留
学
が

始
ま
り
、
１
期
生
３
人
が
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
１
期
生
は
鈴
木
朋
也
さ

ん
、
濱
野
律
さ
ん
、
菊
池
雄

太
さ
ん
で
い
ず
れ
も
３
年
次

生
。４
月
１
日
、完
成
し
た
ば

か
り
の
生
田
２
号
館
を
杉
田

博
経
営
学
部
長
と
訪
れ
、
教

務
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
た
。

　
蔡チ

ェ

イ
ン

錫ソ
ク

専
修
大
学
経
営
学

部
長
は
「
こ
の
よ
う
な
交
流

が
で
き
て
う
れ
し
い
。
大
き

な
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
ど
し

ど
し
発
言
し
て
。
専
大
生
を

刺
激
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。

　「
石
巻
専
大
で
培
っ
た
も

の
を
生
か
し
て
も
っ
と
成
長

し
て
い
き
た
い
」（
鈴
木
さ

ん
）、「
自
分
の
夢
を
広
げ
て

い
く
き
っ
か
け
に
」（
濱
野

さ
ん
）、「
ゼ
ミ
で
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
学
ん
で
き
た
が
専

大
で
は
広
告
の
ゼ
ミ
に
入
り

知
識
を
広
げ
た
い
」（
菊
池

さ
ん
）
｜
｜
と
緊
張
し
た
面

持
ち
な
が
ら
３
人
は
抱
負
を

力
強
く
述
べ
た
。

　
留
学
期
間
は
本
年
８
月
ま

で
。
そ
れ
ぞ
れ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
所
属
し
講
義
を
受
け
る
。
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創立 30 年を
迎 え ま す

　
春
の
日
差
し
に
恵
ま
れ

た
４
月
４
日
、
２
０
１
７

年
度
の
石
巻
専
修
大
学
入

学
式
が
本
学
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。
晴
れ
や
か
な
笑

顔
で
式
に
臨
ん
だ
新
入
生

は
理
工
学
部
１
３
５
人
、

経
営
学
部
１
１
１
人
、
人

間
学
部
62
人
の
学
部
生
計

３
０
８
人
と
、
大
学
院
生

６
人
。
希
望
を
胸
に
キ
ャ

ン
パ
ス
生
活
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

尾池学長を前に誓いの言葉を述べる佐藤さん

　
尾
池
守
学
長
は
式
辞
で
、

「
私
の
専
門
は
ロ
ケ
ッ
ト
」

と
前
置
き
し
、「
５
年
後
に

な
り
た
い
自
分
に
近
づ
く
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
考
え

て
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
軌

道
修
正
し
な
が
ら
、
目
標
達

成
の
た
め
着
実
に
前
進
し
て

く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　
日
髙
義
博
理
事
長
、
亀
山

紘
石
巻
市
長
の
祝
辞
に
続

き
、
大
学
院
総
代
の
髙
田
健

一
さ
ん
（
理
工
学
研
究
科
修

士
課
程
物
質
工
学
専
攻
）

と
、
学
部
総
代
の
佐
藤
完

た
も
つ

さ

ん
（
理
工
・
宮
城
県
石
巻
工

業
高
）
が
宣
誓
し
た
。

　
髙
田
さ
ん
は
「
人
々
の
安

心
な
生
活
環
境
を
支
え
る
、

知
能
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
。
渾こ

ん

身し
ん

の

力
で
研
究
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
力
を
込
め
た
。

　
中
学
入
学
の
年
に
東
日
本

大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
佐
藤

さ
ん
は
、
６
年
前
の
失
意
の

日
々
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら

「
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
に
も

学
友
と
取
り
組
み
、
先
生
方

か
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し

て
成
長
し
た
い
。
努
力
を
惜

し
ま
ず
過
ご
す
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　
閉
式
後
、
新
入
生
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
学
科
ご
と
の
教
員
紹

介
、
学
生
・
保
護
者
懇
談
会

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

専
修
大
学
の
創
立
者
の
青
春

を
描
い
た
映
画
『
学
校
を
つ

く
ろ
う
』
の
上
映
会
も
開
催

さ
れ
た
。
鑑
賞
し
た
学
生

は
、
大
学
創
立
に
奔
走
し
た

４
人
の
若
者
の
ド
ラ
マ
に
見

入
っ
て
い
た
。

　
学
内
は
サ
ー
ク
ル
団
体
に

よ
る
新
入
生
の
勧
誘

写
真

を
は
じ
め
、
記
念
写
真
を

撮
る
保
護
者
や
友
人
同
士
の

姿
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

た
。

　
学
部
長
、
研
究
科
長
の
改

選
が
行
わ
れ
、
経
営
学
部
長

に
杉
田
博
教
授
が
、
人
間
学

部
長
に
佐
藤
幹
男
教
授
が
、

大
学
院
の
経
営
学
研
究
科
長

に
佐
々
木
万
亀
夫
教
授
が
就

任
し
た
。

　
い
ず
れ
も
４
月
１
日
付
で

任
期
は
２
年
。（
敬
称
略
）

【
経
営
学
部
長
】

　
杉
田
博
（
す
ぎ
た
・
ひ
ろ

し
）

　
修
士
（
経
営
学
）。
専
修

大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
１
９
９
９

年
本
学
経
営
学
部
講
師
。
２

０
１
３
年
教
授
。
主
な
担
当

は
「
経
営
組
織
論
」。

【
人
間
学
部
長
】

　
佐
藤
幹
男
（
さ
と
う
・
み

き
お
）

　
博
士
（
教
育
学
）。
東
北

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
。
２
０
１
４

年
本
学
教
授
。
主
な
担
当
は

「
教
職
概
論
」。

【
経
営
学
研
究
科
長
】

　
佐
々
木
万
亀
夫
（
さ
さ
き

・
ま
き
お
）

　
理
学
博
士
。
東
北
大
学
大

学
院
理
学
研
究
科
博
士
後
期

過
程
修
了
。
１
９
９
０
年
本

学
経
営
学
部
助
手
。
２
０
０

７
年
教
授
。
主
な
担
当
は

「
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
論
」。

　
恒
例
の
新
入
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
が

４
月
７
、
８
の
両
日
、
日
本

三
景
の
一
つ
、
宮
城
県
の
松

島
で
開
催
さ
れ
た
。

　
尾
池
学
長
、
指
方
研
二
学

生
部
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
後
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
指
導
で
友
達
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。

緊
張
し
て
い
た
新
入
生
も
次

第
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情

を
見
せ
、
新
た
な
仲
間
た
ち

と
交
流
を
深
め
た
。
そ
の
後

は
学
科
ご
と
に
教
員
か
ら
講

義
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

学
生
会
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
や

大
学
祭
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

新
専
任
教
員

　
新
た
に
３
人
が
専
任
教
員

と
な
っ
た（
４
月
１
日
付
）。

各
教
員
の
氏
名
、
職
名
、
主

な
担
当
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）

【
理
工
学
部
】

渡わ
た

辺な
べ

　
正ま

さ

芳よ
し

准
教
授
「
基
礎
数
学
」「
応

用
数
学
」

【
人
間
学
部
】

新し
ん

福ぷ
く

　
悦え

つ

郎ろ
う

教
授
「
初
等
教
科
教
育
法

（
社
会
）」「
教
育
方
法
論
」

永な
が

山や
ま

　
貴た

か

洋ひ
ろ

准
教
授
「
健
康
心
理
学
」

「
幼
児
体
育
」

３
氏

名
誉
教
授
に

　
３
月
に
定
年
退
職
さ
れ
た

國
分
義
弘
元
理
工
学
部
教

授
（
在
職
19
年
）、
鈴
木
均

元
人
間
学
部
教
授
（
在
職
27

年
）、
依
願
退
職
さ
れ
た
深

川
通
寛
元
経
営
学
部
教
授

（
在
職
28
年
）
に
名
誉
教
授

の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

　
４
月
４
日
に
本
学
会
議
室

で
授
与
式
が
行
わ
れ
、
尾
池

学
長
か
ら
３
氏
に
称
号
記
が

手
渡
さ
れ
た
。
長
年
の
貢
献

に
対
し
、
尾
池
学
長
と
日
髙

義
博
理
事
長
が
感
謝
の
言
葉

を
贈
り
、
ね
ぎ
ら
っ
た
。
名

誉
教
授
は
23
人
と
な
っ
た
。

楽
天
野
球
団
と

連
携
協
定
結
ぶ

　
石
巻
専
修
大
学
は
、
石
巻

地
域
の
活
性
化
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
目
指
し
、
プ
ロ
野
球

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
を
運
営
す
る
楽
天
野

球
団
（
立
花
陽
三
社
長
）
と

連
携
協
定
を
結
ん
だ
。
本
学

の
「
高
大
産
（
高
校
・
大
学

・
産
業
）
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
球
団
が
協
力
す
る
ほ

か
、
人
的
・
物
的
・
知
的
資

源
の
交
流
や
活
用
を
図
る
。

　
締
結
式
は
３
月
17
日
に
東

北
楽
天
の
本
拠
地
、
Ｋ
ｏ
ｂ

ｏ
パ
ー
ク
宮
城
（
コ
ボ
パ
宮

城
、
仙
台
市
宮
城
野
区
）
で

行
わ
れ
、
尾
池
守
学
長
と
立

花
社
長
が
協
定
書
を
交
換
し

た
。
立
花
社
長
は
「
石
巻
は

野
球
が
盛
ん
。
何
か
一
緒
に

で
き
な
い
か
以
前
か
ら
考
え

て
い
た
」
と
今
後
の
展
開
に

意
欲
を
み
せ
た
。

　
協
定
締
結
の
き
っ
か
け
は

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
商
品
化
を
進
め
て
い
る
米

粉
入
り
の
か
ま
ぼ
こ
「
こ
め

ぼ
こ
」。
石
巻
北
高
と
宮
城

水
産
高
の
生
徒
が
開
発
し
、

理
工
学
部
の
坂
田
隆
研
究
室

と
経
営
学
部
の
杉
田
博
ゼ
ミ

が
商
品
化
を
支
援
す
る
。
本

学
が
球
団
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
企
画
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
コ
ボ
パ
宮
城
で
の
販
売

な
ど
、
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
尾
池
学
長

は
「
こ
め
ぼ
こ
を
手
始
め
に

地
域
振
興
に
つ
な
げ
た
い
」

と
期
待
を
語
っ
た
。

左
か
ら
立
花
社
長
、
尾
池
学

長
、
市
川
辰
雄
専
修
大
学
常

務
理
事

締
結
式
で

左
か
ら
杉
田
経
営
学
部
長
、

菊
池
さ
ん
、
濱
野
さ
ん
、
鈴

木
さ
ん
、
専
大
の
蔡
経
営
学

部
長

生
田
２
号
館
前
で

決意を胸に第一歩
2017年度入学式

サ
ー
ク
ル
勧
誘
も
活
発

松
島
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

新
任
２
学
部
長
、１
研
究
科
長

国内留学１期生３人
生田で勉学スタート

ワークショップを通じて交流を深めた


